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１．学生間交流の意義について 

株式会社国際協力銀行（JBIC）が 2025年に実施した調査では、日本企業の海

外売上高比率が過去最高の 40％を超えており1、国際競争を勝ち抜く上で、国際

社会で活躍できる人材が重要になっている。 

また、日本人学生の海外派遣には、「異文化理解や多様な文化的背景に基づい

た価値観への共感力、コミュニケーション能力、国際的素養の涵養や、日本に対

する理解の深化、アイデンティティの確立が図られることを通じて、我が国をけ

ん引する人材が育成される」などの意義があるとされている2
。 

特に、大学在学中の海外の大学との交流は、専門的な学びや海外での経験が自

身のキャリア形成に直結することや、現地学生などとのネットワークを維持し

やすく、就職後すぐにそれが役に立つ可能性があることから、中高校生等の若年

層における交流とは異なる一層重要な意味を持つ。 

 

２．香港の大学と交流することについて 

日本の大学にとって香港の大学と交流することは多くのメリットがある。 

まず、香港の大学は留学生が世界中から集まり、全学生の 20％以上に上る。 

そのため、学生１人１人の異文化理解能力が高く、異文化に対する柔軟性や理解

力を養うことができる。なかでも、香港大学及び香港中文大学は最新の世界の大

学ランキングでトップ 20に入る大学であり、それらの大学の学生と交流するこ

とで、新たな知見や視点に触れ、自らの視野を広げる機会を得ることができる。 

加えて、香港は国際金融センターとしての側面と中華圏の生活文化が共存し

ており、西洋と東洋の価値観が融合した多文化的環境を有することから、異文化

理解を育む交流の場としても適している。 

 さらに、香港は DJI（大疆創新）に代表される大学発スタートアップが活発で

ある。福岡と香港の学生同士のつながりを深めることで、将来的なビジネスや起

業における連携も期待できることから、起業志向の高い学生にとって、香港の大

 
1 株式会社国際協力銀行（JBIC）「わが国企業の海外事業展開に関する調査報告」P9 

(https://www.jbic.go.jp/ja/information/press/press-2025/image/000013819.pdf) 
2 教育未来創造会議「未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ （第二次提言）」P11  

(https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/pdf/230427honbun.pdf) 

https://www.jbic.go.jp/ja/information/press/press-2025/image/000013819.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kyouikumirai/pdf/230427honbun.pdf


学と交流することは有意義な機会となる。 

 

３．福岡の大学生と香港の大学生との交流事例 

 当事務所は今年(2026 年)より、福岡県内の大学が香港大学及び香港中文大学

との交流を行うための支援を行っている。その概要は以下のとおりである。 

（１）[HKU x Japanese Universities] Intercultural Leadership Programme 

  2026 年 3 月に香港大学で実施された上記プログラムに福岡大学の学生が

３名参加し、香港大学の学生と共に

リーダーシップ教育の学習及び香港

企業の課題解決に向けたワークショ

ップに取り組んだ。 

参加した学生は、「異なる文化や価

値観を持つ学生と意見を交わすこと

で、自分にはなかった考え方や物事

の捉え方に触れることができた。」と

いう感想を述べていた。 

 

（２）ファーストステッププログラム（初めての海外）in 香港（九州産業大学） 

 2026年 9月に、九州産業大学の海外研修プログラムで学生 12人が香港大

学及び香港中文大学を訪問し、各大学の学生との交流を実施した。 

参加した学生は、「香港の大学には様々な国からの留学生がおり、普段か

らお互いのことをきちんと理解しようとする意識がある。自分がうまく英

語で喋れなくてもしっかり聞いてくれたのが嬉しかった。」という感想を述

べていた。 

 

４．今後の当事務所の活動について 

香港の学生にとっても日本の学生と交流するメリットは大きい。上記交流の

関係者へのヒアリングでは、「アニメなど日本文化の影響により独学で日本語を

学ぶ香港の学生は多く、日本の学生との交流は、自身の日本語能力を試す貴重な

機会である」という声が聞かれ、香港側にも確かな需要が存在している。 

 また、普段はネットや SNS から日本の最新トレンドを知る香港の学生にとっ

て、交流時に日本の学生から生の情報を得ることは、日本文化への理解を一層深

める良い機会となる。 

 当事務所は、福岡の大学生が香港の大学との交流を通じて国際競争力の重要

性を理解し、グローバル社会において活躍し得る国際人材となるためのファー

ストステップとして、県内大学と香港の大学とのマッチングを進めていく。 

(写真)香港大学でのワークショップ ※筆者撮影 


